


解説｜視覚的構造化（例）



解説｜いろいろな⾃⽴課題
①マッチング
・色、形、大きさ
・⽂字、単語、⾔葉
・手触り
・欠けている物
・異なる形の属性
・・・他

②組み⽴て
・押す、ねじる、はめる
・ねじまわし
・工具を使う
・・・他

③事務仕事
・紙を折る、封筒に入れ
る

・ファイリングをする
・あいうえお順に並べる
・住所ラベルを張る
・ワープロを使う
・・・他

④計算

・かぞえる
・数字順に並べる
・計算する
・計算機

・・・他

⑤読み

・文字を合わせる
・絵と物と文字を合わせる
・⾃分の名前の認識
・メニュー・電話帳
・・・他



解説｜スケジュール
■どんな活動があるのか、その流れがどうなって
いるかを、視覚的に示す方法

個別化
⼀⼈ひとりに合ったものを作ることが⼤切

 無理のあるスケジュールは続かない
 本⼈の理解⼒、⽣活ペース、⾏動範囲
を考慮する

 他の人に合わせるためのものではない、
本⼈が理解するためのもの



解説｜スケジュールの種類
スケジュールの種類（どうやって伝えるか）

 実物
 絵や写真などのカード
 絵と文字などの組み合わせ
 文字のカード（単語）
 文字のリスト（文章）

どれを使うとその⼈が理解しやすいかを
先ず考える！

はみがき

はみがき

はみがき



解説｜スケジュールの⻑さは？
スケジュールの⻑さは？

 次の⾏動だけ
 ２個、３個、いくつか…
 半日
 一日
 １週間…

どれくらい先の⾒通しが⽴っていれば安⼼できるか？
いくつのスケジュール提⽰なら理解できるか？

 絵と文字のスケジュール

 文字のスケジュール

 文字のリスト



まとめ｜構造化の基礎
■構造化とは
今、何をする時間か、次にどうなるかなど、活動や生活の中のしくみ
などを、その人に分かりやすく示す方法。

■⾃閉症の⼈が理解するための６つの情報
①どこで（物理的構造化）
②いつ（スケジュールなど）
③何を（ワークシステム、視覚的構造化など）
④どのくらい、いつまで（ワークシステム、視覚的構造化など）
⑤どのようなやり方で（ワークシステム、視覚的構造化など）
⑥終了を理解し、次に何をすればいいのか（ワークシステム）

これらについて、その人に合う方法を吟味し、構造化していく



まとめ｜構造化の基礎
■どうして構造化するのか
 理解をサポートする
 混乱を未然に防ぐ
 適切に情報に焦点を当てることを助ける
 情報に注意集中し、効果的に学習するのを助ける
 ⾃⽴するために、⾃分で⾏動するのを助ける

障害特性を考慮し、本人の興味・関心、得意なことを活かし、
個々に応じた構造化（個別化）が、支援の基本。

分かりやすくする
するべき⾏動が
理解できる

⾃⽴的に活動
＆ ストレス・
混乱が減る

 自信を持って活動
 ⾏動障害を起こす必要がなくなる


